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新型コロナ関連記事は６・8面

あの日から10 年あの日から10 年
東日本大震災

平成23年

3月11日
午後2時46分 　宮城県沖を震源とする、マグニチュード9.0の地震が発生しました。

これは国内観測史上最大で、1,000年に1度といわれる規模です。

未曽有の被害をもたらした東日本大震災の発生から10年。被災地では

今もなお、復興工事が続く場所があります。

　被災地に思いをはせると同時に、自らの備えを再確認しませんか。

2･3面に震災当時の写真を掲載しています。苦手な方は、ご注意ください

手洗いで感染症を防ごう！

目 

次

平塚市の人口と世帯数
＜令和３年2月1日現在　（   ）内は前月比＞

人　口 25₇︐28₇人…（ー125）
世帯数 11３︐688世帯…（＋61）

１〜４面…　　　 ３．11を忘れない…「最大の被災地」宮城県石巻市で暮らす人の体験談や、平塚
市の津波ハザードマップを使った取り組みなどを紹介します。

５〜７面… 募集・お知らせ・健康と福祉・スポーツ・「美術館だより」
　　８面…新型コロナ関連記事・ヒラツカルチャー
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校
舎
の
外
壁
の
中
で
、モ
ル
タ
ル
が
は
が
れ
て
色
が
変
わ
っ
て
い
る
部
分
が
燃
え
た
跡
。

壮
絶
な
火
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す

日
和
山
で
当
時
を
振
り
返
る
水
澤
室
長（
右
）・
吉
田
課
長

補
佐（
中
央
）・
菊
地
主
幹
。後
ろ
に
流
れ
る
の
が
旧
北
上
川

震
災
当
日
、同
じ
場
所
か
ら
撮
ら
れ
た
写
真

出
典 

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
宮
城（
石
巻
市
）

石
巻
市
震
災
伝
承
推
進
室
　
水
澤
秀
晃 

室
長
　
菊
地
陽
介 

主
幹

　
同
　
復
興
政
策
課
　
　
　
吉
田
康こ

う 

課
長
補
佐
　

震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
に

　
「
こ
こ
日ひ

よ
り
や
ま

和
山
は
、
石
巻
で
一

番
景
色
が
変
わ
っ
た
場
所
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
…
」と
遠
く
を
見

つ
め
て
話
す
吉
田
課
長
補
佐
。「
標

高
約
60
㍍
で
海
か
ら
１
㌖
ほ
ど
の

位
置
に
あ
り
、
津
波
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
地
域
を
見
渡
せ
ま
す

し
、
復
興
の
様
子
も
見
え
ま
す
か

ら
」と
続
け
ま
す
。

　
石
巻
の
市
街
地
に
は
、
旧
北
上

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
初
代
仙
台

藩
主
伊
達
政
宗
の
命
に
よ
っ
て
河

川
改
修
が
行
わ
れ
、
岩
手
県
の
盛

岡
ま
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。
石
巻

は
水
上
輸
送
さ
れ
た
米
の
集
積
地

と
な
り
、
川
に
港
を
つ
く
っ
て
江

戸
に
運
び
出
す
よ
う
に
な
っ
て
栄

　宮城県石巻市の死者・行方不明者は合わせて3,602人で、全国の犠牲
者の約2割を占め、全市町村の中で最多。これが最大の被災地といわれ
るゆえんです。昨年11月、平塚市と災害時相互応援協定を結んでいる
石巻市を訪れ、同市職員や震災の経験を伝える方に話を聞きました。

を忘れない3.11「最大の被災地」石
いしのまき

巻、あの日の思いを胸に。

と
し
ま
し
た
。
市
街
地
の
区
画
整

理
や
沿
岸
地
域
の
住
居
の
高
台
移

転
、
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
も
計

画
通
り
完
了
。
平
成
23
年
４
月
に

入
居
が
始
ま
り
、
ピ
ー
ク
時
は
７

１
０
２
戸
あ
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
仮
設

住
宅
は
、
令
和
２
年
１
月
に
全
て

解
消
し
ま
し
た
。
道
路
や
橋
、
下

水
道
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

が
一
部
残
っ
て
い
ま
す
が
、
間
も

な
く
完
了
す
る
予
定
で
す
。
復
興

事
業
が
終
わ
っ
た
石
巻
の
姿
を
見

ら
れ
る
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。

　
日
和
山
の
南
側
ふ
も
と
、
海
か

ら
約
700
㍍
に
あ
る
旧
門か

ど
の
わ
き脇
小
学

校
は
、
１
階
部
分
に
津
波
が
押
し

寄
せ
、
流
さ
れ
て
き
た
車
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
原
因
で
起

き
た
火
災
が
２
・
３
階
部
分
に
燃

え
移
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
は
私
の
母
校
な
ん
で
す
」

と
切
り
出
す
水
澤
室
長
。「
周
囲
に

た
く
さ
ん
の
住
宅
が
あ
り
、
海
が

近
い
と
い
う
感
覚
は
、
さ
ほ
ど
無

か
っ
た
で
す
。
震
災
後
、
津
波
で

住
宅
が
流
さ
れ
、
海
が
見
え
た
時

『
こ
ん
な
に
近
か
っ
た
の
か
』と
思

い
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
地
震
直
後
に
学
校
に
い
た
児
童

や
教
員
は
、
津
波
が
来
る
前
に
避

難
し
て
助
か
り
ま
し
た
。「
学
校
の

西
側
に
、
日
和
山
に
続
く
細
い
道

（
右
下
写
真
）が
あ
る
ん
で
す
。
当

時
、
校
長
が
防
災
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
こ
の
道
を
避
難
経
路
と
し

て
訓
練
し
て
い
た
の
が
功
を
奏
し

ま
し
た
」と
説
明
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
児
童
ら
が
日
和
山
に

向
か
っ
た
後
に
同
校
へ
避
難
し
て

き
た
50
人
ほ
ど
の
住
民
は
、
津
波

と
火
災
に
襲
わ
れ
た
と
い
い
ま

す
。「
下
は
津
波
、
上
は
火
災
と
、

逃
げ
場
の
な
い
状
態
で
す
。
そ
の

中
で
偶
然
、
２
階
西
側
部
分
は
火

が
回
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

ら
は
、
窓
か
ら
裏
山
の
墓
地
に
向

え
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

川
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
と
い
う

背
景
か
ら
、
旧
北
上
川
に
は
堤
防

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
東
日
本
大
震
災
で
は
、

津
波
が
川
を
遡そ

じ
よ
う上
し
、
水
が
あ
ふ

れ
て
市
街
地
を
飲
み
込
み
、
多
く

の
人
や
建
物
に
被
害
を
与
え
た
の

で
す
。
市
街
地
の
み
な
ら
ず
、
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
同
市
は
震
災
後
、
10
年
間
の
復

興
計
画
を
掲
げ
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
津
波
の
勢
い
を
減
ら
す
た
め

に
防
潮
堤
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
内

側
に
土
を
盛
っ
て
高
く
し
た
道
路

を
つ
く
る
こ
と
で
、
二
重
の
防
御

け
て
教
壇
を
渡
し
て
橋
に
し
て
、

な
ん
と
か
脱
出
し
た
そ
う
で
す
」。

　
同
校
は
現
在
、
世
界
で
も
あ
ま

り
例
を
見
な
い
、
津
波
火
災
に

遭
っ
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え
る
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
中
。
菊
地
主

幹
は「
完
了
す
る
と
、
校
舎
の
外

か
ら
各
階
を
見
学
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
被
災
し
た
消
防
車
両

な
ど
の
実
物
展
示
や
、
避
難
所
を

再
現
し
た
ス
ペ
ー
ス
も
作
り
ま

す
。
震
災
の
す
さ
ま
じ
さ
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
話
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
同
校
を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
が
あ
る
と
続
け
ま

す
。「
津
波
か
ら
逃
げ
る
と
き
は
、

高
く
遠
く
へ
と
考
え
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
も
、
ビ
ル
の
上
へ
逃

げ
て
助
か
っ
た
人
が
大
勢
い
ま

す
。
し
か
し
旧
門
脇
小
学
校
は
、

建
物
の
上
階
に
避
難
し
た
も
の

の
、
火
災
で
逃
げ
場
が
な
く
な
っ

た
例
と
な
り
ま
し
た
。
最
適
な
避

難
場
所
は
、
そ
の
場
そ
の
場
で
変

わ
る
も
の
。
命
を
守
る
た
め
の
最

善
策
は
何
な
の
か
を
事
前
に
考
え

る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

判
断
に
つ
な
が
り
ま
す
」。

　人口約14万人で、仙台市に次ぐ宮
城県内第２のまち。リアス式海岸特
有の入り組んだ海岸や岬が多く、海
あり・山あり・川ありの風光明

めい
媚
び
な

場所です。金
きん
華
か
山
さん
沖は親潮と黒潮が交わっていて、世

界三大漁場の一つに数えられています。
　石巻市と平塚市は平成9年に災害時相互応援協定を
結びました。震災以降、物的支援のほか、復旧・復興
に協力するための人的支援として、平成２3年度から現
在まで、延べ77人の職員を派遣しています。

宮城県
石巻市

階段から上は震災当時とほとんど
変わっていません

震
災
を
伝
え
る

小
学
校

発 生 日 時
震　　　源
規　　　模
最 大 震 度

死　　　者
行方不明者
全　　　壊
半　　　壊
一 部 損 壊

3,187人 〔15,899人〕
415人 〔2,527人〕
20,044棟 〔121,992棟〕
13,049棟 〔282,920棟〕
23,615棟 〔730,392棟〕

平成23年3月11日（金）午後2時46分
宮城県牡鹿半島の東南東約130㌖の三陸沖 深さ24㌖
マグニチュード 9.0
７ （石巻市は6強）

●石巻市の被害　令和2年12月10日現在 〔　〕内は全国

●東日本大震災の概要

市中心部

女川町

南三陸町登米市

東松島市

涌谷町

美
里
町 石巻市

金華山

日和山

石巻市復興まちづくり
情報交流館中央館

石巻市役所

旧
北
上
川

石巻駅

石巻南浜
津波復興
祈念公園

旧門脇小学校

岩
手
県

山
形
県

宮城県

秋
田
県

青森県

福島県

石
巻
市
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石
巻
の
記
憶
と

未
来

　人それぞれ震災による被害の受け方が違って
受け止め方も違います。亡くなった方の遺族も
心の傷の度合いはみんな違います。私の場合は
こうだった、ということを話しますね。
　私は生まれも育ちも石巻。震災当時は59歳で、
石巻の消防職員でした。身内で亡くなったのは
叔母と叔父、いとこ。叔母とは震災の数日前、
電話で「今度のお彼岸に会おうね」なんて話して
いたんです。すぐに会えると思っていた親しい
人が突然亡くなり、強い衝撃を受けました。私
の場合は3人とも遺体が見つかって、供養する
ことができました。まだ見つかっていない人の
家族からは「骨のひとかけらでも見つかってほ
しい」と、切実な思いを聞きます。私の職場の
同期が殉職し、遺体が見つからぬままの葬式に
参列しました。遺体に話し掛けることもできず、
遺族に何と声を掛けたらいいのかも分からな
い。異様な雰囲気だったのを覚えています。
　震災直後、消防活動をしている最中は目の前
の業務に必死。しかし、仮眠する時などに、ふ
と家族のことが気になるんです。家族が無事だ
というのが分かったのは4日ほど後でした。叔
母たちの情報が入ってきたのは1週間後くらい
で、どうも見つからないということでした。私
の周りには、一緒にいた婚約者と目の前で離れ

心
の
こ
も
っ
た
書
き
込
み
の
数
々
。

外
国
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す

　
「
旧
門
脇
小
学
校
が
震
災
遺
構

と
し
て
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
震

災
と
復
興
の
情
報
を
発
信
す
る
場

所
と
し
て
平
成
27
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
」と
話
す
リ
チ
ャ
ー
ド

館
長（
左
写
真
）。「
以
来
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
す
。
私
は
イ
ギ
リ
ス

出
身
な
の
で
、
外
国
籍
の
人
に
向

け
て
英
語
で
解
説
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」と
続
け
ま
す
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
館
長
は
現
在
、
石

巻
に
住
ん
で
27
年
。
震
災
当
時
は

石
巻
専
修
大
学
で
教
員
を
し
て
い

て
、
震
災
で
親
し
い
友
人
を
亡
く

し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
福

島
の
原
発
事
故
の
影
響
を
懸
念
す

る
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
は
、
母
国
へ

帰
る
人
を
募
り
ま
し
た
。
し
か
し

「
石
巻
に
友
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、

み
ん
な
困
っ
て
い
る
中
で
、
自
分

だ
け
離
れ
る
と
い
う
気
持
ち
に
な

れ
な
か
っ
た
ん
で
す
」と
、
石
巻

に
残
る
こ
と
を
決
断
。今
で
は「
リ

チ
ャ
ー
ド
さ
ん
」と
フ
ァ
ー
ス
ト

ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
石
巻

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
三
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は

震
災
前
の
石
巻
の
歴
史
を
振
り
返

る
過
去
の
ゾ
ー
ン
。
リ
チ
ャ
ー
ド

館
長
は「
石
巻
市
民
が
懐
か
し
ん

で
い
る
光
景
を
よ
く
目
に
し
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

　
二
つ
目
の
ゾ
ー
ン
は
現
在
。
震

災
に
よ
る
被
害
の
デ
ー
タ
、
震
災

直
後
や
復
興
の
様
子
を
収
め
た
写

真
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
リ

チ
ャ
ー
ド
館
長
は「
被
災
直
後
の

街
並
み
を
見
つ
め
る
住
民
を
写
し

た
１
枚（
右
写
真
）に
、
大
き
く
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
人

生
全
て
が
、
根
こ
そ
ぎ
覆
さ
れ
る

よ
う
な
風
景
を
見
る
と
、
言
葉
も

出
な
い
で
す
ね
」と
語
り
ま
す
。

「
死
者
の
多
さ
な
ど
が
注
目
さ
れ

高
城
さ
ん
が
指
差
す
先
に
、小
さ

な
炎
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
を
管
理
し

て
い
る
人
が
毎
日
、燃
料
の
灯
油
を

足
し
に
来
る
そ
う
で
す

が
ち
で
す
が
、
生
活
し
て
い
る
私

た
ち
に
と
っ
て
は
、
街
じ
ゅ
う
が

泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き

な
問
題
で
し
た
。
泥
を
か
き
出
す

の
は
重
労
働
で
、
津
波
で
運
ば
れ

て
き
た
魚
が
至
る
所
に
散
乱
し
て

臭
い
も
強
烈
。
も
し
夏
場
だ
っ
た

ら
、
衛
生
環
境
が
と
て
も
悪
く

な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
震
災
当

時
の
写
真
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
ゾ
ー

ン
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

三
つ
目
は
未
来
を
表
す
ゾ
ー

ン
。
復
興
事
業
が
終
わ
っ
た
後
の

石
巻
市
の
ジ
オ
ラ
マ
や
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
残
せ
る
パ
ネ
ル
な

ど
が
あ
り
ま
す
。「
石
巻
の
観
光
大

使
を
務
め
て
い
る
落
語
家
の
林
家

た
い
平
さ
ん
は
、
こ
こ
に
来
る
た

び
に
書
い
て
く
れ
ま
す
。
落
語
家

に
な
る
と
決
意
し
た
場
所
が
、
日

和
山
だ
そ
う
で
す
。
震
災
後
、
炊

き
出
し
や
無
料
の
落
語
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
し
て
く
れ

て
い
ま
す
」と
リ
チ
ャ
ー
ド
館
長
。

「
多
く
の
人
に
震
災
の
真
の
部
分

を
知
っ
て
も
ら
い
、
対
策
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

が
落
ち
つ
い
た
ら
、
ぜ
ひ
石
巻
に

お
越
し
く
だ
さ
い
」。

てしまったという人もいました。あの日の天気
は雪。その人は、雪を見るたびに涙を流してい
ました。

　地震の直後、私は日和山に来ていました。当
時、ここから東の方にある渡

わたのは
波出張所の所長を

していて、地震発生時は、小学校の放課後児童
クラブから防災教室を依頼されて、地震や津波、
火災などの話をしようと準備している最中。揺
れを感じてすぐ、高台の日和山に避難したんで
す。その時はまだ津波が来ていなくて、火災も
起きていなかったので、普段と何ら変わりない
景色でした。
　翌日、日和山から南の地域で発生していた火
災の消火活動に当たりました。普段は現場に出
ることはなかったのですが、人手が足りなかっ
たので出動したんです。現場を見ると、前日に
日和山から見た景色は全く無くなっていまし
た。これが地獄絵図かと、言葉を失うほどの悲
惨な光景です。今までの消火活動の中で、一番
つらかったですね。

　この場所は海から約500㍍で、６.9㍍の津波が
来ました。南浜地区だけで死者・行方不明者合
わせて400人余り。被害が大きかったことから、
災害危険区域に指定されて人が住めなくなり、
今は公園として整備している最中です（今年3月
２8日（日）に開園）。
　石巻市の調査によると、避難しなかった人は
市全体で約4割。亡くなった人の数からすると、

震
災
当
日
、日
和
山
か
ら
。木
に
雪

が
積
も
り
、奥
で
火
災
の
様
子
も

出
典 

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

宮
城（
石
巻
市
）

実際はもっと多いと思います。ここは海から近
いですが、日和山の山裾までは数百㍍。適切に
避難していれば助かっていた人が多かったかも
しれません。日和山に避難した門脇小学校のほ
かに、全員無事だった会社を二つ知っています。
共通点を探ったところ、いずれも年に1回、真
剣に避難訓練をしていました。訓練が命を救っ
たといっても過言ではないと思います。自分
だったらどこに避難しようかと考え、何分で到
着するかを知ることが非常に大切。これが命を
守るための備えになると、実感しています。
　私はこの近くで生まれて10歳まで育ちまし
た。道と建物は全部なくなってしまい、今では
家があった正確な場所さえも分かりません。慣
れ親しんだ街並みは残っていないので、もうふ
るさととは呼べなくなってしまった気がしてい
ます。皆さんには、ふるさとを今一度見つめ直
して大切にしてもらいたいです。
　私たち語り部は、最後に必ず「今日聞いたこ
とを家族や知人に話してください」と伝えてい
ます。少しでも意識して、身を守る行動につな
げてほしいと願っているからです。同じ体験を
してほしくないというのが、一番の思い。私た
ちの震災の経験を、皆さんの人生に生かしてく
ださい。

経験を
伝える

昨日見た景色はどこへ 日和山

この地を教訓に

石巻観光ボランティア協会

事務局長 高
たか

城
ぎ

禎
さだ

彦
ひこ

さん

　高城さんは津波で身内を３人亡くしたのみならず、自
宅の床上70㌢㍍まで津波が押し寄せて１階が全壊する
などの被害を受けました。震災からおよそ１年後、定年
退職した翌日から、現場を巡りながら震災の経験を話す
語り部として、活動をしています。高城さんをはじめとす
る語り部は、今までに約１３万人を案内しています。

石巻南浜津波
復興祈念公園

石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
中
央
館

リ
チ
ャ
ー
ド・ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
館
長
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ル

訓練で得た知識を地域に広げたい 津波ハザードマップをアレンジ

逃げ地図

津波ハザードマップを再確認しよう

大切な命を
守るために

　私たちが住む平塚に津波が来るのは、今日かもしれません。避
難する場所はどこか、どのルートを通るか、避難するのに何分か
かるか、あなたはきちんと考えていますか。
　津波は、大きなエネルギーを持った水の塊として押し寄せます。
数十㌢㍍であっても足をさらわれ、がれきを巻き込んで襲ってく
ることから、けがをする危険もあります。津波ハザードマップや
「逃げ地図」を活用して、自分や家族の大切な命を守るための備え
を万全にしてください。

問　災害対策課☎21-9734

　津波から命を守るために、緊急
かつ一時的に逃げ込める避難場所
です。市内に78カ所あり、学校な
どの公共施設のほか、マンション
や企業のビルなど、民間の施設も
指定されています。対象となる地
区の人口約4万7,000人に対し、収
容可能人数の合計は約7万2,000人
です。入口に鍵が掛かっているな
どして入れない場合は、乗り越え
たり鍵を壊したりしても構いませ
ん。施設が損傷した場合の修理費
は、市が負担することとなってい
ます。最新の津波避難ビル一覧は、
市ウェブをご覧ください。

目
印
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
の
緑
色
の
マ
ー
ク

　ハザートマップに塗られた色
は、平塚市に最大クラスの津波
が襲ってきた場合に想定され
る、浸水域と浸水の深さを表し
ています。災害対策課の秦野真
樹主任は「東日本大震災を教訓
に、想定外をなくすという考え
のもとで作られたデータを載せ
ました。地震発生から間もなく
波が来始め、6分後に最大とな
る9.6㍍の津波が来る想定に
なっています。その後も数㍍の
波が繰り返しやってきます」と
解説します。ほかにも津波避難
ビル（右記事）の一覧や場所、河
川遡

そ
上
じよう
の範囲などを見ることが

できます。
　「ハザードマップには記入欄
があります。地震発生から自宅
を出るまでの時間、歩いて避難
場所に着くまでの時間、避難経
路をシミュレーションして書き
込んでください。そして、実際

浸水想定区域内の道路が5色で塗られています。赤丸●の避難目標ポイントまで
最短距離で、緑色は3分・黄色は6分・桃色は9分・紫色は12分・黒色は15分。一般
的な歩行速度の毎分60㍍を基準としています。避難目標ポイントは、真っ先に通過
したい場所と考え、到着後もさらに安全な場所を目指して避難を続けます。その際、
浸水想定区域に再び入らないように、注意が必要です

想定は最大クラスの津波。およそ
2,000～3,000年、もしくはそれ以
上に1度という発生頻度です

に経路を歩いてみてください」
と秦野主任。自宅が浸水想定区
域に入っていない方も、今一度
津波対策を見直してほしいと話
します。「学校や職場が海に近い
場所にある人も、海沿いの道を
頻繁に通る人もいますよね。津
波が相模川・金目川のどの辺り
まで遡上するのかが心配な人も
いると思います。海の近くに住
んでいないから大丈夫と安心せ
ずに『自分がもしその場所にい
たら』と考えてください」。
　ハザードマップは市役所本館
3階の災害対策課で配布してい
るほか、各公民館などにもあり、
市ウェブでもご覧いただけま
す。右上の2次元コードからア
クセスできます。また、ハザー
ドマップの使い方は、Y

ユ ー チ ユ ー ブ

ouTube
の防災ひらつかチャンネルで詳
しく解説しています。併せてご
覧ください。

　11月8日、津波対策訓練が須
賀公民館で開かれました。港地
区の自治会役員や民生委員児童
委員ら50人が参加。数人が机を
囲み、大判用紙に印刷された図
面で作業する「図上訓練」という
手法で訓練しました。参加した
港地区自治会連絡協議会の陶

す
山
やま

正明会長（下写真左）は「今日は、
得た知識を各地域で多くの人に
伝える立場の人に参加してもら
いました。地域に戻って広めて
もらい、一人でも多くの人が助
かるようにしたいです」と思い
を話します。
　訓練は、白地図上で自宅など
の、普段自分がいる場所にマー
クを置いてスタート。震度7の

地震が起きた後、どのように行
動するかを1分刻みで考えます。
例えば地震直後の1分間は動け
ないと考えた人は何もせず、動
けると思った人は1分間で歩け
る距離を測って経路に線を引い
ていくという要領です。一通り
終わった後、逃げ地図（右記事）
と照らし合わせて、避難経路が
理想的だったか否かを検証しま
した。
　「ここは以前の大雨で水浸し
になりましたよね。水が集まり
やすいだろうから、津波でも危
険性が高い。避けた方がいいか
もしれないです」などとアドバ
イスする場面もあり、充実した
訓練となりました。

　逃げ地図とは津波ハザード
マップをアレンジしたもので
す。道路を歩いて避難する際、
浸水想定区域の外に出るまでに
何分かかるのか、目安を知るこ
とができます。命を守ることを
最優先に考え、まずは津波が来
ないところまで行き、その後さ
らに安全な場所を目指して避難

できるようにと工夫されていま
す。平成29年度、自治会・学校・
津波避難ビル管理者などの協力
の下で図上訓練を実施し、市が
取りまとめて完成しました。
　逃げ地図の全体図や使い方な
ど、詳しくは市ウェブをご覧く
ださい。右上の2次元コードから
アクセスできます。


